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平成 26 年度『高齢者の生活を支えるネットワークセミナー』 

開 催 要 項 

 

 

1. 開催テーマ  「住民・市民がつむぐ高齢社会 

        ～認知症者とともに歩む地域社会をめざして～」 

 

2. 趣  旨 

介護保険法が改正され、来年度から新たな地域支援事業が進められます。制度の見直

しのポイントの一つは、高齢者の生活を支援する住民・市民の主体的な活動の促進と地

域づくりです。高齢者が自立し、尊厳をもって地域で暮らし続けるためには、そこに住

み活動する住民・市民と、専門職や関係機関・団体が協働しつつ、お互いの活動の長所

を生かして地域包括ケアの実現をめざすことが求められています。 

こうした状況認識のもと、高齢者を支援する多様な関係者が集い、在宅高齢者をめぐ

る課題の共有化をはかり、豊かな高齢者の生活を支援するためのネットワークの具体策

を検討することを目的に、本セミナーを開催いたします。 

企画運営は、高齢者支援に取り組む全国組織 18 団体が参画する『高齢者の生活を支

えるネットワークセミナー』企画会議です。企画会議では、年 1 回のセミナー開催に向

けて勉強会を重ねており、今年度のセミナーは急増する認知症者への支援を切り口に、

支援者・活動者がお互いを知り、連携・協働の手法を学び合う機会といたします。 

 

3. 主  催  社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

企画運営 『高齢者の生活を支えるネットワークセミナー』企画会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『高齢者の生活を支えるネットワークセミナー』企画会議とは、高齢者の生活支援に関わる

多様な組織・団体が、高齢者の自立した豊かな生活を支えるために、支援の方向性や課題を

共有し、かつ連携・協働のあり方を検討することを目的に、平成 24年度に立ち上げました。 

【参画団体】（五十音順） 

さわやか福祉財団、市民福祉団体全国協議会、シルバーサービス振興会、住民参加型在宅福祉サ

ービス団体全国連絡会、全国移動サービスネットワーク、全国社会福祉協議会・地域福祉推進委

員会、全国社会福祉施設経営者協議会、全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会、全国地域包

括・在宅介護支援センター協議会、全国農業協同組合中央会、全国民生委員児童委員連合会、 

全国老人給食協力会、全国老人クラブ連合会、全国老人福祉施設協議会、全国老人保健施設協会、 

日本生活協同組合連合会、日本認知症グループホーム協会、「民間事業者の質を高める」全国介

護事業者協議会 
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4. 参加対象者 

ボランティア・市民活動団体／介護・福祉サービス事業者／社会福祉施設／当事者（団

体）／地域包括支援センター／在宅介護支援センター／民生委員／行政／社会福祉協議

会 その他、高齢者の生活支援に関わる組織・団体関係者 

 

5. 日  時  平成 27年 3 月 24 日（火）11：00～17：30 

 

6. 会  場  全国社会福祉協議会 第 3～5会議室 

（東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 5 階） 

 

7. 定  員  80 名 

 

8. 参 加 費  3,000 円 

 

9. プログラム 

10:00 11:00 11:10    12:40  13:30    14:20    15:20 15:30         17:30 

受付 
開

会 

講演Ⅰ 

(90 分) 
休憩 

講演Ⅱ 

(50 分)  

実践発表 

（60 分） 

 ワークショップ 

（120 分） 

 

① 講演Ⅰ  『認知症の人にやさしいまちづくり 

       ～当事者・住民・専門職の連携を考える～』（仮） 

独立行政法人労働政策研究・研修機構 研究員  堀田聡子氏 

 

② 講演Ⅱ  『私たちは何を望むか ～当事者からの発信～』（仮） 

日本認知症ワーキンググループ代表  佐藤雅彦氏 

日本認知症ワーキンググループ事務局／ 

のぞみメモリークリニック看護師   水谷佳子氏 

 

③ 実践発表  『認知症の人が安心・安全に暮らせるまちづくりをめざした実践』 

■当事者と家族を支える認知症カフェの取り組み 

＜社会福祉法人泉湧く家＞ 

■地域包括支援センターによる地域の見守り体制づくり 

＜大田区地域包括支援センター入新井＞ 

■認知症の人の権利を守る市民後見人の現状と課題 

＜和久井良一氏（前 NPO 法人市民後見人の会理事長）＞ 
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④ ワークショップ 

「認知症の人にやさしいまちをどうつくるか ～その実践を考える～」 

 

 2025 年、団塊世代が後期高齢者となるとき、我が国の高齢化率は 30％を超え、

認知症高齢者は 470万人と推計されています。 

 国においてもオレンジプラン等認知症施策が進められるなか、当事者・住民・専

門職等関係者はどのように連携し、認知症の人が安心して暮らせるまちのしくみ

をつくるか、多様な立場の参加者が課題と方向性について協議を深めます。 

 

11．申込方法 

○ 参加のお申し込みは、別紙申込書に必要事項をご記入の上、名鉄観光サービス㈱新霞

が関支店までファックスにてお申し込みください。 

○ 申込は先着順に受け付け、定員に達した場合は締め切らせていただきます。 

○ 参加申込締切   平成 27 年 3 月 9日（月） 

○ 開催日の 1 週間前に、名鉄観光サービス㈱新霞が関支店より、参加券および振込依

頼書をお送りいたしますので、届き次第お振込をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

12．参加の取り消し 

○ 参加費入金後の参加取り消しはできません。セミナー資料の発送をもって代えさせて

いただきます。 

 

13．個人情報の取扱い 

○ 申込書に記載いただいた個人情報につきましては、申込受付等委託業者（名鉄観光サ

ービス株式会社）と事務局（全社協高年・障害福祉部）において、共同利用させてい

ただきます。個人情報は、参加申込受付、参加管理等セミナー運営に必要な範囲で使

用いたします。 

○ 参加者間の交流に資するため、申込書をもとに参加者名簿を作成し、当日参加者に配

布いたします。 

 

14．内容に関する問合せ先 

社会福祉法人全国社会福祉協議会 高年・障害福祉部 担当：河辺、林、御子神 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 

℡.03-3581-6502 Fax.03-3581-2428 

  

≪参加申込先≫ 

名鉄観光サービス株式会社 新霞が関支店 担当：波多野・山辺 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル LB 階  

℡.03-3595-1121 Fax.03-3595-1119 
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≪会場のご案内≫ 

 

 

 地下鉄銀座線「虎ノ門駅」１１番出口より徒歩５分 

 地下鉄千代田線／丸の内線／日比谷線「霞ヶ関駅」A１３番出口より徒歩８分 

 地下鉄千代田線／丸の内線「国会議事堂前駅」３番出口より徒歩５分 

 

 


